
 

ＪＡあおば花き出荷組合 切り花シャクヤク生産の概要 

令和６年５月 

ＪＡあおば 

１ ＪＡあおば花き出荷組合の概要 

（１）設立     平成 25年にＪＡあおば管内の４出荷組合（八尾・大沢野・大山・婦中地区）が 

合併して設立 

（２）生産品目   切り花シャクヤク、キク類、アガパンサス、ストックなど 

（３）組合長    出町治雄氏（61歳） 

（４）組合員数   53名、うちシャクヤク生産者は 51名（令和６年４月現在） 
 

２ ＪＡあおばの切り花シャクヤクの概要 

（１）出荷量の推移 

 ・平成 17年  0.3千本（市場出荷開始） 

 ・令和３年   80千本 

 ・令和４年   120千本 

 ・令和５年   126千本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図 ＪＡあおば シャクヤク生産の推移 
 
 

（２）ＪＡあおばの切り花シャクヤクの特徴 

  ・開花時期や花色の異なる多様な品種数（令和６年は約 130品種を出荷予定） 

  ・主な品種「レッドチャーム（早生、濃い赤色）」、「ラテンドール(中生、白～ごく淡い桃色）」、 

「サラベルナール（晩生、淡い桃色）」など 

  ・マルチ被覆、防草シートを利用した雑草・病害虫対策の実施 

・標高差（海抜 20～300m）や促成栽培（トンネルや簡易ハウス）と露地普通栽培を組み合わせた、

出荷期間の拡大（拡大前：５月上中旬 → 拡大後：４月下旬～５月下旬） 

・主な出荷先 県内外６市場（関東２（大田市場（東京）等）・関西２・札幌１・富山１） 

 

（３）令和６年の生育状況 

  ・暖冬傾向で積雪量は少なかったものの、２月下旬以降、気温が平年並に推移したため、萌芽は平

年並の３月中旬（令和５年は２月下旬）に始まった。 

  ・春先の強風や降霜の被害もなく、順調に生育しており、令和６年産の出荷は４月 24日に、促成栽

培のものから始まった。５月６日～18日が出荷盛期となる見込み。 

  ・令和６年産は、令和５年産より 1.5万本多い 14万本の出荷を見込んでいる。 



 

（４）今年度の行事 

4/24   シャクヤク市場出荷検討会（県内外６市場を招待） 

5/1    シャクヤク生産者の出荷目揃会 

5/7～13  JAあおば農産物直売所で「シャクヤクフェア」の実施（下図） 

5/10   富山県、富山市へシャクヤク贈呈 

5/10    富山駅南北連絡通路での PR販売「Weekend Flower」 

          （主催：フローラルとやま実行委員会（富山市）） 

5/13   八尾中学校（関西への観光大使）へ花束配布（花育活動） 

5/21   JAあおば管内の小中学校、保育園等への配布（花育活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャクヤクフェアポスター（JAあおば） 

 

（５）参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

代表理事組合長  柞山 明 
<富山市南部エリア> 
八尾地区、婦中地区 
大山地区、大沢野地区 
細入地区、山田地区 


